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１０月はじめにノーベル生理学・医学賞を北里大学特別栄誉教授の

大村智教授が受賞し、続いて物理学賞を東京大学宇宙線研究所所長
おおむらさとし

兼同研究所附属宇宙ニュートリノ観測情報融合センター長等の梶田
かじ た

隆章教授が受賞しました。受賞した理由は、大村教授が「線虫による
たかあき

感染症に対する新規治療法の発見」であり、梶田教授が「素粒子の一

種ニュートリノが質量をもつことを示すニュートリノ振動を発見」し

たことです もう少し具体的にいうと 大村教授は土の中にいる放線菌。 、
ほうせんきん

という細菌（微生物）から寄生虫を駆除する「エバーメクチン」を発

見し、それを元に企業と合同で抗寄生虫薬「イベルメクチン」を開発しました。その薬は、熱帯

地方で特有の病気である失明や視覚障害を引き起こす「オンコセルカ症」や皮膚などが肥大化し

て硬くなる「リンパ系フィラリア症 、ダニが原因の「疥癬」などの特効薬として普及していま」
かいせん

す。身近なところでは犬の寄生虫病である「フィラリア」の予防薬として処方された経験がある

人もいると思います。イベルメクチンの服用により年間約３億人の人たちが救われているとの功

績で受賞に至ったわけです。ちなみに生理学・医学賞は３年前にＩＰＳ細胞で有名な山中伸弥博

士以来で、日本人で３人目になります。

一方、梶田教授は２００２年にノーベル物理学賞を受賞した小柴昌俊博士の助手として東大理

学部附属素粒子物理国際研究センターで素粒子ニュートリノの研究を重ね、今から１７年ほど前

にそれまで質量（重さ）が無いと考えられていた素粒子に質量があることを発見しました。光と

ほぼ同じ速さでこの世界を飛びまわる１秒間に１兆個もの私たちの体を貫通しているらしい小さ

な素粒子に、質量があることを実感することはありません。しかし、世界で初めてこの素粒子に

質量があることを証明したことで受賞の対象になったわけです。

分野は違えど、二人が同時にノーベル賞を受賞したことに日本中が驚きと尊敬の念を抱きまし

た。今までだれも成し得なかった発見や開発は受賞に値するすばらしい成果だと思います。しか

し、それ以上に二人の生き方や考え方に学ぶべき点があるように感じます。まず一つ目は、二人

とも決して順風満帆にこれまでの人生を歩んできたのではなく、 で挫折や苦難を乗り越えたこと

す。大村教授は大学を卒業後、理科の教諭を志しましたが地元山梨での採用がなかったため、東

京都立の定時制高校の教員となりました。しかし、物理や化学の授業で教鞭を執りながら熱心に

学ぶ生徒に感化され、自身も昼間は大学院で学びながら修士課程を修了しました。並大抵の努力

ではなかなかできるものではありません。その後、いくつかの大学や北里研究所等で実績を積み

上げ今回の偉業につながったわけです。梶田教授は、埼玉県東松山市の出身で小・中学生の時は

成績がトップクラスでしたが、進学した高校では中程度の成績で、大学も京都大学を受験するも

のの合格せず、地元の大学に入学しました。しかし、入学後は物理学の研究に本腰を入れ、その

後東京大学大学院に進み小柴昌俊研究室に入りました。研究室では宇宙線研究に従事し、長年の

研究を重ねた末に素粒子ニュートリノに質量があることを証明する「ニュートリノ振動」という

現象を初めてとらえました。

二つ目は、二人とも受賞した栄誉を です。それは周囲の人や環境等に感謝する姿勢があること
大村教授が記者会見で「微生物の力を借りて、何か役にたつことができないか考えながら仕事を
してきた。私がこの賞をもらっていいのかなという感じだ」と喜びを語ったことからも、その人
柄を感じ取ることができます。梶田教授も同様に「ニュートリノ研究というのは、一人でできる
ようなものではなく、スーパーカミオカンデですと１００人を超えるチームが一つの目標に向か
って、成果を出していくようなプロジェクト。ノーベル賞には、私の名前を出していただきまし
たが、スーパーカミオカンデ、そしてカミオカンデ研究グループが認められたことだと思う 」。
とグループ全体の栄誉だとの考えを述べていました。
人類に貢献し、大きな成果をあげた人物というのは上記のように自分のこだわりや目標にとこ

とん取り組み、人間的にも謙虚さや感謝の気持ちを兼ね備えた幅の広さを持っているように思い
ます。みなさんもノーベル賞受賞とまではいかないまでも、二人の生き方や考え方を、これから
の人生を歩む参考にぜひしてほしいと思います。



５年生が稲刈りを行いました

１０月５日（月）に５年生が稲刈りを行いました。この稲は
６月に田植えをしたものですが、８月中旬から天候不順が続き
順調に生長しているか心配されました。しかし、その心配も杞
憂に終わり、ほぼ例年通りに育っていました。開会行事には市
長さんや教育長さんらにも来ていただき、挨拶をいただきまし
た。また、たくさんの方々の協力に支えられながら実施できる
行事であり、大変貴重な体験であることをあらためて感じられ
ました。子どもたちによる稲刈りは、最初多少の戸惑いが見ら
れましたが、すぐに慣れた様子で意欲的に鎌で稲を刈っていました。
収穫した稲は、１９日の給食「やぶづか給食の日」で試食でき大変おいしいと好評でした。さらに

収穫した白米は、藪塚地域の年配の方々に配布されるとのことです。

情報モラル講習会実施

１０月９日（金）の５校時目に４～６年を対象とした情報モラ
ル講習会を実施しました。今年度は、群馬県警察本部 生活安全部
生活安全企画課 サイバー犯罪捜査室の警察官の方にお越し頂き、
携帯やスマホ、パソコン等による最近の犯罪事例や危険性などに
ついて映像を効果的に取り入れ、分かりやすくお話しをいただき
ました。時折、子どもたちへの質問がありましたが、元気よく答
えることができ、全員真剣な表情で聞き入っていました。
保護者の皆様にも、お子さんの携帯やスマホ、パソコン機能を

持った機器等の使用に関しての約束やフィリタリングなどのセキ
ュリテ ーへの配慮をぜひお願いいたします。イ

表彰関係
（本校からは３２名の児童が参加し、全力を尽くしました！）○小学校陸上大会 10/14

５年： ５年１００ｍ：１５″３４ 第２位 ※県大会出場○○ ○○
６年： ソフトボール投げ：５８ｍ９８ｃｍ 第４位 ※県大会出場○○ ○○

開会式での男子リレー優勝旗返還

１１月の主な予定
１１月３日（火）文化の日 １８日（水）５年スバル工場見学

４日 水 ふれいあい音楽鑑賞会 １９日（木）新体力テスト①（ ） 11:00~
５日（木）委員会活動⑧ ２０日（金）読み聞かせ（中学年）
７日（土）ＰＴＡ活動芋煮会 新体力テスト②10:00~
９日（月）職員会議 ２１日（土）更正保護女性会

１０日（火）児童集会⑥（音楽集会） （公開ケース研究会）中央公民館
１１日（水）スクールバス下校時運休 ２２日（日）ユネスコ作品展～２３日（月）
１２日（木）４年小中音楽発表会（午後） （学文センター）

クラブ活動⑬ ２３日（月）祝日（勤労感謝の日）
スクールバス下校時運休 ２４日（火）全校集会

１６日（月）全校集会（人権講話） ２５日（水）学校公開日 学校評議員会
人権集中学習～２０日 ２７日（金）読み聞かせ（低学年）

１７日（火）ふれあい活動 持久走大会


